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府県向け サイレージ用トウモロコシ
スノーデントシリーズ品種のご紹介

はじめに

新年あけましておめでとうございます。
昨年は飼料原料の高騰が起こり、国際経済でも

様々な変動がありました。今後も政策の変動や社会
情勢の変化が予想されます。このような状況の中
で、安定的な生産・経営を実現するためには、良質
粗飼料を自給し、経営コストを低減することが重要
です。
飼料用トウモロコシでいえば、昨年は地域によっ

て播種後の苗立枯れ病や虫害の発生、台風１０号の接
近による倒伏などがみられたものの、全国的には大
きな被害は無く、早播用の飼料用トウモロコシは良
好な生育で、無事に収穫作業を終えられた方が多い
と思います。しかし、遅播き体系である６月から７
月上旬の播種においては特に西日本を中心とした度
重なる豪雨で、生育初期に湿害が多く発生しまし
た。その影響から遅播き栽培では十分な収量が確保
できなかった方も多いのではないでしょうか。一
方、梅雨明け後の二期作栽培では天候は再び好転
し、良好な生育を示しました。一年全体を通しては
高い収量を得られたのではないかと思います。
弊社は、研究農場所在地の千葉県と宮崎県、また、

熊本県、群馬県および栃木県の５県で飼料用トウモ
ロコシの試験を行い、各地域に適応する品種開発を
行っております。今回は、過去数年の試験データを
元に、府県向き飼料用トウモロコシ『スノーデント
シリーズ』の品種をご紹介致します。

＝スノーデントシリーズ品種のご紹介＝

１．スノーデント１１５ポラリス（SM８４４６）

抜群の倒伏耐性、ごま葉枯病、すす紋病耐性で安心

の１１５日新発売！西南暖地二期作の前作、一般地～

東北中南部向け
昨年新発売した１１５クラスの品種で、耐倒伏性、

耐病性に主眼を置き、選抜された品種です（写真１、
２）。一昨年の試験では、台風６号による倒伏が発
生するなか、同クラス内で最も優れた耐倒伏性を示
しました。また、優れた耐病性を持ち、病気が多発
した場合でも安定的な収量性を示しますので（図

図１ 平成２３年のごま葉枯病激発時における収量性

写真１ スノーデント１１５ポラリスの草姿

写真２ スノーデント１１５ポラリスの根張り

牧草と園芸 第６１巻第１号（２０１３年）
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１）、二期作の前作、一般地～東北中南部向け１１５ク
ラスとして安心感のある品種をお求めの方にはこの
スノーデント１１５ポラリスをお薦めいたします。

２．スノーデント１２２レオ（SM８４９０）

大柄で茎葉極多収！

耐病性抜群の１２２日品種新発売！
スノーデント１２２レオ（写真３）は茎葉多収の品

種で、ごま葉枯病やすす紋病などの葉の病害（写真
７）に極めて強い耐病性を持っています（図２）。

表１に昨年のスノーデント１２２レオの宮崎研究農
場、那須試験地の特性と収量成績を示しました。ス
ノーデント１２２レオが大柄で、宮崎と那須の２つの
試験地で安定した収量性を示していることがお分か
りかと思います。特に茎葉の収量性が特徴で、ガサ
をお求めの方、また、ごま葉枯病、すす紋病にお困
りの方にお薦めの品種です。

３．スノーデント１１５（SH４６８１）

子実収量極多収な１１５日、高カロリーサイレージを

お求めの方に！（東北北部を除く府県全域向け）
スノーデント１１５（SH４６８１）は発売以来、雌穂が
大きく多収とご好評頂いております。表２に過去２
～３年間のスノーデント１１５の弊社現地試験圃の収
量成績を示しました。他社品種と比較しても多収で
あり、特にTDN収量が高く、高カロリーサイレー
ジを期待できる品種です。スノーデント１１５の雌穂
は外見が大きいだけでなく、芯が細く、子実が大粒・
多収であることがわかります（写真４）。このスノー
デント１１５は、九州での二期作の前作から、東北地
方南部まで、ほぼ府県全域の早生栽培に最適です。
本品種の栽培上の留意点は、栽植本数を６，５００～
７，０００本／１０a前後として、雌穂多収の特徴を最大限
引き出すことです。特に子実割合の高い高カロリー
サイレージをお求めの方には、お薦めの品種です。
※RM１１５クラスでは、耐病性・耐倒伏性を重視す

表１ スノーデント１２２レオの特性と収量性

№ 品種・系統名
初期
生育 稈長 着雌

穂高
生収量 乾物収量 TDN 総体

乾物率総体 比 総体 比 茎葉 比 雌穂 比 総体

９～１ ㎝ ㎝ kg／１０a ％ kg／１０a ％ kg／１０a ％ kg／１０a ％ kg／１０a ％

宮崎研究農場 平成２４年

１ スノーデント１２２レオ ７．０ ２６４ １３３ ７，７１２ １００ ２，１５６ １００ １，４０９ １００ ７４７ １００ １，４５５ ２７．９

２ 他品種A（RM１２０クラス） ６．７ ２４５ １２７ ７，７０６ １００ ２，１５５ １００ １，１７９ ８４ ９７６ １３１ １，５１６ ２８．０

那須試験地 平成２４年

１ スノーデント１２２レオ ６．０ ３２９ １６３ ８，８５６ １００ ２，２１１ １００ １，２２９ １００ ９８２ １００ １，５５０ ２５．０

２ 他品種A（RM１２０クラス） ５．３ ３０３ １４８ ７，８６６ ８９ １，９３８ ８８ ９１６ ７５ １，０２２ １０４ １，４０２ ２４．８

評点９（良）～１（悪）、TDN：新得方式による

図２ スノーデント１２２レオの耐病性

写真３ スノーデント１２２レオの草姿

写真４ １穂当たりの子実重比較（左：スノーデント１１５（SH
４６８１）（２９１g）、 右：他品種A（２１３g））
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る場合はスノーデント１１５ポラリス、実の収量性を
重視する場合はスノーデント１１５（SH４６８１）をお薦
めします。

４．スノーデント１１８（DKC６１－２４）

府県全域でお薦めの１２０日クラス早中生品種！！！
スノーデント１１８は、平成１５年の販売開始より茎

葉・雌穂収量のバランスのとれた多収品種として評
価され、府県全域でロングセラーの品種です（写真
５）。雌穂は大きく太く多収なことから、前述のス
ノーデント１１５と共に高カロリーサイレージ向けの
トウモロコシ品種としても利用されています。アッ
プライトの大型品種ですので、適正栽植密度は６，５００
本／１０a前後です。また、本品種のRM表記は１１８で
すので、１２０クラスの品種の中では登熟が早く、刈
取りも早くなります。収穫遅れには十分にご注意く
ださい。

５．スノーデント１２５わかば（SH３８１５）

抜群の耐倒伏性、病気にかからず、茎葉乾物多収。

中生の決定版！！！西南暖地～関東平野部向け
スノーデント１２５わかばは西南暖地では４月上旬

播から６月上旬の遅播栽培まで、関東平野部では５
月上旬から６月下旬までと府県の作付け体系を幅広

くカバーする中生品種です。茎太・多葉で魅力的な
草姿です（写真６）。また、耐倒伏性は抜群で、ご
ま葉枯病、すす紋病などの重要病害（写真７）に対
しても優れた耐性を持っています。雌穂はやや小ぶ
りですが、茎葉多収ですので肉牛繁殖牛にもお薦め
です。

表２ スノーデント１１５（SH４６８１）の収量性

№ 品種・系統名

乾物収量 TDN 総体
乾物率総体 比 茎葉 比 雌穂 比 総体

kg／１０a ％ kg／１０a ％ kg／１０a ％ kg／１０a ％

宮崎研究農場（H２２～２４の３ヵ年平均値）

１ スノーデント１１５（SH４６８１） １，７６６ １００ ９１６ １００ ８４９ １００ １，０６７ ２７．１

２ 他品種A（RM１１５クラス） １，６０７ ９１ ８６９ ９５ ７３７ ８７ ９６３ ２８．４

３ 他品種B（RM１１５クラス） １，６４８ ９３ ９２４ １０１ ７２４ ８５ ９７７ ３０．０

那須試験地（H２３～２４の２ヵ年平均値）

１ スノーデント１１５（SH４６８１） ２，１５４ １００ ９７４ １００ １，１８１ １００ １，５７０ ３２．６

２ 他品種A（RM１１５クラス） １，８７７ ８７ ７７５ ８０ １，１０２ ９３ １，３８８ ３２．１

３ 他品種B（RM１１５クラス） ２，１０１ ９８ ８９０ ９１ １，２１２ １０３ １，５４８ ３３．４

※TDN：新得方式による

写真５ スノーデント１１８の草姿と実 写真６ スノーデント１２５わかばの草姿

写真７ すす紋病（左上）とごま葉枯病（右上）

７

�������	
�	�������������������������������� 2012.12.21 15.34.43 Page 7



スノーデント１２５わかばは、播種適期幅が広いこ
とから、様々な作付け体系の中で利用されていま
す。例を挙げますと、西南暖地においては、早期収
穫で台風被害のリスクが軽減でき安定的な生産を可
能とする、夏播エンバク（弊社品種：ウルトラハヤ
テ韋駄天等）との組合せや、春秋２回の堆肥投入を
可能とする定番のイタリアンライグラス（弊社品
種：タチワセ、タチムシャ等）との組合せなどがあ
ります。最適栽植本数は６，０００本／１０a前後とし、１
個体１個体を大きく栽培するのがスノーデント１２５
わかば栽培のポイントです。

６．スノーデント王夏（SH９９０４）

遅播品種のスーパースター！！！

早播から二期作までフルシーズン対応品種
スノーデント王夏は、スノーデントシリーズの中

では最もロングセラーの品種となり、各地の酪農
家、繁殖農家様よりご好評頂いております。スノー
デント王夏は西南暖地における４月早播、５～６月
の遅播、さらに二期作後作、および、関東平野部の
５月からの遅播までと播種適期が広く、まさにフル
シーズン対応の万能品種です。
スノーデント王夏は大柄でボリューム感のある草

姿が印象的ですが、実はその人気の秘密は優れた耐
倒伏性と耐病性にあります。まず耐倒伏性（写真８）
ですが、収穫間際の糊熟期以降は、既存の流通品種
の中でもトップクラスであり、倒伏して収穫ゼロと
いう最悪の事態を回避出来ます。次に、耐病性は、

ごま葉枯病、すす紋病（写真７）に加えて、根腐病、
南方さび病などの病害に極めて強いため、病気で枯
上がる心配がありません。これらの王夏の特徴が広
い播種適期を可能にしています。
まさにオールラウンダーと言えるスノーデント王
夏を、早播、遅播、二期作のどの体系でも、あるい
は早生品種を播き遅れてしまった場合にも、乾物確
保のためにご利用ください。
尚、本品種はワンホープ感受性のため、ワンホー
プの使用はお避けください。

７．スノーデント夏空W（SH５９３７）

二期作専用・ワラビー萎縮症に勝つ！！！
この夏空Wは、ワラビー萎縮症に最も強く、南方
さび病にも極強で、二期作で頻発する病気には屈し
ない新品種です。
ワラビー萎縮症は平成１０年に熊本県で始めて確認
されて以来、飼料用トウモロコシの二期作栽培にお
いて重大問題となっている病害です。ここ数年は甚
大な被害は認められていないものの、原因となるフ
タテンチビヨコバイCicadulina bipunctata（写真９）
は依然として確認されており、いつまた被害が起こ
るかわかりません。それどころか、フタテンチビヨ
コバイは地球温暖化の影響を受け、生息域が北上す
ることも懸念されています。現在までの主な発症地
域は、熊本県の一部、宮崎県南部の温暖地域、鹿児
島県です。
ワラビー萎縮症の症状は、株全体が極端に萎縮、

矮化します。表３および写真１０の様に、ワラビー萎
縮症が発症した品種は、稈長、着雌穂高が耐性品種
の夏空Wに比べ半分程度に萎縮し、生・乾物収量共
に約８割減少、収穫物が皆無になっていることが分
かります。このワラビー萎縮症の原因は、フタテン
チビヨコバイがトウモロ
コシを吸汁した際、同時
に注入される毒素とされ
ており、フタテンチビヨ
コバイの生息する藪・林
に隣接する圃場で激発し
ます。現在、このワラビー
萎縮症対抗策としては、

表３ 平成１９年 弊社串間試験地におけるワラビー萎縮症と収量成績

№ 品種・系統名
稈長 着雌

穂高
ワラビー
耐性

生収量 乾物収量 総体
乾物率総体 比 総体 比 茎葉 比 雌穂 比

㎝ ㎝ ９～１ kg／１０a ％ kg／１０a ％ kg／１０a ％ kg／１０a ％ ％

平成１９年宮崎県串間試験地 収穫時

１ スノーデント夏空W ２１６ １００ ９．０ ４，７０６ １００ １，１１４ １００ ５６８ １００ ５４６ １００ ２３．７

２ スノーデント王夏 １０２ ４８ １．０ ７８２ １７ １４２ １３ １４２ ２５ ０ ０ １８．１

３ 他品種A １２０ ４７ １．３ １，１１８ ２４ １９８ １８ １９８ ３５ ０ ０ １７．７

評点９（強）～１（弱）

写真８ 王夏の耐倒伏性 写真９ フタテンチビヨコバイ

８
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ワラビー萎縮症耐性品種の栽培が唯一の手段ですの
で、発生が予測される地域では、スノーデント夏空
Wのご利用をお薦め致します。

８．スノーデント１１０（LG３５２０）

大柄で耐倒伏性に優れた１１０日！！！

関東地域高冷地、東北中部～北部向け早生品種

西南暖地二期作の前作に！
平成１８年より発売いたしましたスノーデント１１０

は、稈長が高くアップライトな草姿で、RM１１０ク
ラスではとても大柄な品種です。支根の発育が優
れ、耐倒伏性とすす紋病耐性に優れています。この
スノーデント１１０は西南暖地の二期作の前作～東北
北部まで幅広く栽培出来ますが、特に東北中北部の
冷涼地域ですす紋病にお悩みの方、多収品種をお求
めの方にお薦めの早生品種です。最適栽植密度は
７，０００～７，５００本／１０aです。

９．スノーデント１０８（LG３４９０）

茎葉・雌穂バランスのとれた１０８日登場！
昨年、新発売させていただいたスノーデント１０８
は初期生育に優れ、ごま葉枯病、すす紋病ともに強
く、また、茎葉、実ともにバランスのとれた収量性
となっています。RM１１０クラスよりさらに少しで
も早生の品種をお求めの方には、一度試して頂きた
い品種です。最適栽植密度はスノーデント１１０同様
に、７，０００～７，５００本／１０aです。

１０．スノーデント１１２（DKC６０－８５）

耐病性抜群の１１２日登場！
スノーデント１０８同様、昨年より新発売させてい

ただいておりますスノーデント１１２は同１１０クラス内
では極強といえる耐病性を持っております。特にご
ま葉枯病でお悩みの方にはぴったりの品種です。ま

た、刈取り期の耐倒伏性にも優れており、同１１０ク
ラス内では非常に使い勝手の良い品種です。最適栽
植密度はスノーデント１１０同様に、７，０００～７，５００本／
１０aです。

１１．スノーデント１２５V（SH３８１７）

東日本限定、耐倒伏性に優れた雌穂多収中生品

種！！！
東日本限定発売のスノーデント１２５Vは関東地域

の中生品種として、前述した茎葉型のスノーデント
１２５わかばとはタイプが異なる雌穂多収の子実型の
品種としてロングセラーを続けております。アップ
ライトな草姿が印象的な品種です。
このスノーデント１２５Vは雌穂多収ながらも耐倒
伏性に優れ、ごま葉枯病、すす紋病にも極めて強い
特性を備えております。東日本では本品種を酪農家
向けの高カロリーサイレージ用中生品種としてお薦
めしています。また、この品種は初期生育が良いの
も特徴で、関東地域での４月中～下旬の早播では、
前述のスノーデント１２５わかばよりも、このスノー
デント１２５Vをお薦めします。本品種の栽植本数は
６，５００本／１０a程度が最適です。尚、本品種はワンホー
プ感受性のため、ワンホープの使用はお避けくださ
い。

最後に

今回、府県向けスノーデントシリーズの各品種の
特性や使い方等を簡単にご紹介させて頂きました。
ここ数年、世界的に気象変動が大きく穀物の生産

が不安定になっており、また、エネルギー問題や中
国の穀物需要の高まりなどによっても穀物相場が高
騰する傾向が見られます。加えて世界の経済情勢が
不安定なことから為替の変動も予測できず、それら
が日本の酪農畜産現場にも大きく影響をおよぼして
います。このような状況の中で安定的な生産を実現
するためには、適切な栽培体系と品種の選定が非常
に重要です。前述のスノーデントシリーズをお客様
の各ニーズに合わせてご利用いただき、自給飼料の
生産安定化を図って頂ければ幸いです。スノーデン
トシリーズの品種を選定する際、疑問や質問などあ
れば、皆様のお近くの弊社営業所、研究農場にお気
軽にお問い合わせください。

写真１０ 左：非耐性品種、右：夏空W
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